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公益社団法人地域医療振興協会あま市民病院では、以下の臨床研究を行っています。本

研究の対象者に該当する方で、本研究に関するご質問などがありましたら、下記の連絡先

までお問い合わせ下さい。また、患者さんまたは患者さんの代理人の方が、この研究に用

いられる試料や情報を使用することに、ご了承いただけない場合には、研究対象としませ

んので、お申出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはありません。 

また、一度ご同意いただきましても、後日同意を取り消すことができます。下記の連絡

先までお問い合わせ下さい。ただし、研究結果がまとめられて公表された後は、個別のデ

ータの削除ができませんのでご了承ください。 

 

① 研究課題名 患者が救急外来における滞在時間を短縮する 

② 研究責任者 所属：外来  

氏名：田中 礼子 

③ 試料・情報を利用させていた

だく研究者等 

所属：外来 

氏名：田中礼子・吉川智子・國島ゆかり・伊田祐季・石黒ひとみ 

④ 研究の目的 救急外来受診から入院までに要する滞在時間が、長時間になる

要因の調査を行い、今回は、その分析を行う。追って今後、研究

で滞在時間を短縮することを目指す。 

⑤ 研究の方法（試料・情報の取

得方法を含む） 

救急外来看護師が、入院例における外来滞在例の患者背景と滞

在に関与する要因について、調査紙表を使用して収集する。 

⑥ 研究に用いる試料・情報の項

目 

調査紙表を使用し収集、分析する。 

患者情報、滞在に関与した要因 

⑦ 院長が研究実施を許可した

日 

西暦 2025 年 3 月 3 日 

 

⑧ 研究実施期間 研究実施を許可した日  

～ 西暦 2026 年 3 月 31 日まで予定 

⑨ 研究対象者 救急外来受診後、入院した患者 

⑩ 個人情報の保護について 本研究の目的を救急外来で勤務する看護師に説明する。得られ 

た個人情報を調査する範囲内で利用し、適切に管理すること、 

中辞退により不利益が生じないことを書面で説明し、調査紙表 

への回答を持って研究への同意が得られたと判断する。回収し 

た調査紙表は、個人が特定されるような情報が研究担当者以外 

に知られないように鍵のかかるケースに保管し、研究論文完成 

後、消去、破棄する。ホームページにオプトアウトする。 

2025 年 3 月 3 日、A 病院倫理委員会で承認を得た（起 24－

1006 号）。 

⑪ 外部への試料・情報の提供 なし 

⑫ 情報等の二次利用 本研究に用いる上記情報や試料は将来の研究のために二次利用

することがない 
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⑬ 問い合わせ先 所属：地域医療振興協会あま市民病院 

氏名：中野 美香 

電話番号：052-444-0050 

FAX 番号：052-444-0064 

  

作成日；中野 美香  （西暦）2025 年 3 月 18 日  

 


